
団
員
と
三
十
五
台
の
ポ
ン
プ
車
 

金
作
団
長
）
巨
例
の
出
初
め
式
 
る

厳
し
い
冷
え
込
み
の
一
月
五
 

五
所
川
原
市
消
防
団
（
加
納
 
が

北
西
の
強
い
風
の
吹
き
つ
け
 
日
、

十
分
団
、
約
五
百
五
十
人
の
 
が

参
加
し
ぐ
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

勇壮なまとい振りを披露する団員たち 

人口と世帯 

【
 ‘
 
【
 
 ‘

 
計
 
5
0
,
1
5
4
 

（
一
1
 
6
)
 

‘
よ
（J
（
『り
 

['
!
1
 

3

<b
0
 

" ’ ー ーー … 前月比 

男 

女 

世帯数 16, 160 	 (+1) 
(11月30lI現在 住民駿本台帳） 

り
］
 
り］
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,
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す

J
 

広報

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
た
さ
い

き
っ
と
お
供
に
な
ち
ま
す

シンボルマーヲ

が
北
丙
の
強
い
風
の
吹
き
つ
け

る
厳
し
い
冷
え
込
み
の

.
け
Jh

日
、
卜
分
川
、約
五
円
尺
卜
人
の

川
口
と
A--
卜・
h
ムけ
の
ポ
ン
プ
事

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

丘
所
川
原
市
消
防
同

(加
納

合
作
同
長
)
判
例
の
川
初
め
式

‘' 
、. 

、
， '" 

、

勇1士なまとい振りを披露する団員たち

前月比
リIJ 23，717 (---1) 

/，J.: 26， 137 I I (ー 12) 

，，1- 5 0 ， 1 5 4 (ー 16) 

~t 併殺 16 ， 460 (十 1) 

(11 rl30 11現設住民基本台帳)

人口と世帯平成4年
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当
社
は
、
昭
和
六
十
三
年
十

一
月
に
五
所
川
原
市
の
ご
協
力
 

を
得
て
、
通
信
機
器
及
び
オ

ー
 

デ
ィ
ォ
製
品
の
組
立
工
場
と
し
 

て
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

以
来
各
メ
ー
カ
ー
よ
り
の
信
 

頼
度
も
高
ま
り
営
業
内
容
も
充

実
し
業
績
も
順
調
な
伸
び
を
み

る
こ
と
が
で
き
、
平
成
元
年
十

月
に
は
、レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
 

c
Dプ
レ
ー
ヤ
ー
等
の
需
要
拡

大
に
と
も
な
い
、
本
社
工
場
の
 

増
築
を
図
る
等
、
パ
イ
ォ
ニ
ア

翻
の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
一

貫
生
産
を
主
業
務
と
し
て
お
り

ま
す
。
 

平
成
二
年
二
月
に
は
、
通
産

省
の
乙
種
電
気
用
品
の
製
造
及

び
表
示
略
称
の
承
認
を
受
け
る

と
共
に
、
輸
出
向
け
電
気
用
品

の
製
造
資
格
で
あ
る
U
L、
C
 

s
A、
C
Dプ
レ
ー
ヤ
ー
等
の

基
盤
か
ら
完
成
ま
で
の
一
貫
生

産
を
手
掛
け
安
定
し
た
量
産
体

制
を
図
り
、
安
全
経
営
を
心
掛

け
、
誘
致
企
業
と
し
て
地
域
住

民
の
生
活
向
上
と
地
域
産
業
の

振
興
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
力

致
す
考
え
の
も
と
に
、
役
職
員

一
同
英
知
を
結
集
し
て
、
 一
丸

と
な
っ
て
西
北
五
随
一
の
ア
ッ
 

誘
致
企
業
第
十
号
 

株
式
会
社
 
ェ
 ム
 
ス
 

社
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と
 

工
 
藤
 
ゆ
き

子
さ
ん
 

このコーナーは、市誘致企業として立地した二企業を広

＜市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。 

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、iご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所

川原市出身者でUターン就職希望される方は、市総務部

工業振興対策室（廿35- 2111 内290）ノ＼こ沫目談下ーさし、。 

ニ
十
六
歳
）
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セ
ン
ブ
リ
・
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ

し
鋭
意
努
力
し
て
参
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

＠
事
業
規
模
 

▽
グ
ル
ー
プ
六
工
場
 
総
従

業
員
数
 
七
百
七
＋
六
名

マ
主
要
取
引
先
 
パ
イ
ォ
ーー
 

ブ
卿
、
津
軽
東
芝
音
響
映
、
光

邦
電
機
囲
、
三
洋
電
機
囲
、
ソ

ニ
ー
板
倉
卿
等
。
 

▽
主
要
製
品
 
レ
ー
 
ー
デ

イ
ス
ク
、
C
Dプ
レ
ー
ヤ
ー
、
 

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ
竿
。
 

私
は
、
エ
ム
ス
に
勤
務
し
て

早
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
 

初
め
は
私
に
出
来
る
か
ど
う

か
不
安
で
し
た
が
、
簡
単
な
組

立
作
業
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に

覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

又
工
場
内
も
明
る
く
設
備
も

整
い
環
境
も
よ
く
非
常
に
働
き

や
す
い
職
場
で
あ
り
、
毎
日
気

持
ち
よ
く
仕
事
を

し
て
い
ま

す
。
 

(第751号)ψ広報ごしょがわら平成 4年(1992年)1月15日

このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

<市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。

なお、ご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所i j||原市出身者でUターン就職希望される方は、市総務部 つ

工業振興対策室 (n35-21 1 1 内290 ) へご相談下さい。~
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誘
致
企
業
第
十
号

株
式
会
社

工

ム

m築
を
阿
る
令
、

パ
イ
オ
ニ
ア

側
の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
.

打
坐
陀
を
七
業
務
と
し
で
お
り

ま
す
。Jr成

一-
年
一一
月
に
は
、
通
町

公
円
の
乙
同
州
電
気
用
品
の
製
造
及

び
炎
心
略
称
の
ポ
認
を
受
け
る

と
共
に
、
輸
出
向
け
電
気
閉
口
川

の
製
造
資
栴
で
あ
る

U
L
、
C

S
A
、
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
今
の

民
税
か
ら
完
成
ま
で
の
.
円
以
午
.

町
を
予
掛
け
安
定
し
た
世
車
内
体

制
を
同
り
、
安
全
経
常
を
心
掛

け
、
誘
致
命
業
と
し
て
地
域
住

民
の
午
前
向
ト
い
と
地
域
開
業
の

振
興
発
展
に
微
力
な
が
ら
は
、力

致
す
汚
え
の
も
と
に
、
役
職
ハ
H

-
同
英
知
を
結
集
し
て
、

一
九

と
な
っ
て
丙
北
五
随

一
の
ア
y

ス
当
仕
立
、
附
間
六
卜
ご
ごミ
卜

J1
l

l
J

:
一

1

.
け
に

μ
所
川
町
市
の
ご
協
力

を
得
て
、
通
信
機
山
市
及
び
オ
ー

デ
ィ
オ
製
品
の
組
江
主
助
と
し

て
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
来
九
メ
ー
カ
ー
よ
り
の
信

頼
度
も
山
ま
り
常
業
内
界
も
充

実
し
業
総
も
順
調
な
仲
び
を
み

る
こ
と
が
で
き
、
市
「
成
元
年
卜

ハ
に
は
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
咋
の
需
要
拡

大
に
と
も
な
い
、
本
社
工
場
の

記
宗
配
の
ひ
と
こ
と

工

藤

ゆ
き
子
さ
ん

(
二
十
六
歳
)

セ
ン
ブ
リ

・
メ
ー
カ
ー
会
-
め
ざ

し
鋭
な
勿
力
し
て
参
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

。
事
業
規
模

マ
グ
ル
ー
プ
六
工
場

総
従

業

H
数
じ
行
ヒ
ト
六
名

マ
主
要
取
引
先

パ
イ
オ
ニ

グ
側
、
待
相
川
東
之
t
H
州
内
側
、
光

邦
屯
機
側
、
三
洋
電
機
側
、

ソ

ニ
ー
柑
伶
附
令
。

マ
主
要
製
品

レ
ー
ザ
ー
デ

ィ
ス
ク
、

C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ
令
。。!

?
J

E
、
エ
ム
ス
に
勤
務
し
て
一

日
十
J
.

年
に

な

り

ま

し

た

。

一

初
め
は
私
に
山
米
る
か
ど
う
一

か
不
安
で
し
た
が
、
間
単
な
利
一

江
作
業
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
一

党
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一

又
工
場
内
も
明
る
く
設
備
も

一

献
血
い
環
境
も
よ
く
非
常
に
働
き
一

や
す
い
職
場
で
あ
り
、
待
日
丸

一

持
ち
よ
く
仕
事
を
し
て
い
ま
一

『

O

V

寸，

『

1
1・」
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所
在
地
 
漆
川
工
業
団
地
 

設
立
 
津
軽
工
場
 
平
成
元
年
 

七
月
 

資
本
金
（
本
社
）
 
四
百
万
円
 

代
表
者
 
代
表
取
締
役
 

箕
浦
 
洋
児
 

売
上
高
 
三
億
円
 

社
員
数
 
本
社
 
十
八
名
 

津
軽
工
場
 
十
名
 

業
種
 
半
導
体
切
断
成
形
金
型
 

、
  
！
ー
 

j

ー
メ
 

ノ
 
l

』
 
 

の
設
計
、
製
作
及
び
そ

れ
ら
の
装
置
 

当
社
は
、
最
先
端
産
業
で
あ

る
半
導
体
製
品
の
切
断
成
形
金

型
の
設
計
、
製
作
を
手
掛
け
て

お
り
ま
す
。
 

半
導
体
で
あ
る
I
c
、
L
S
 

I
等
は
、
近
年
の
技
術
革
新
の

進
展
に
よ
り
年
々
複
雑
化
し
て

お
り
ま
す
。
 

当
社
で
は
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
べ
く
設
計
部
門
で
は
、
他
社

に
先
掛
け
、
い
ち
早
く
c
A
D
 

を
導
入
し
人
材
を
育
成
し
て
お

り
ま
す
。
 

又
、
毎
年
設
備
機
械
を
増
強

し
各
自
一
人
一
人
の
個
性
に
あ
 

私
は
、
平
成
元
年
四
月
に
入

社
し
三
カ
月
間
本
社
に
て
実
習

を
受
け
、
七
月
よ
り
津
軽
工
場

に
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
 

最
初
は
見
る
も
聞
く
も
初
め

て
の
設
備
に
と
ま
ど
い
も
感
じ

ま
し
た
し
、
加
工
の
精
度
が
厳

し
く
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
し

た
が
社
長
を
始
め
本
社
工
場
の
 

っ
た
技
術
の
指
導
に
努
め
、
常

に
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
行

く
事
を
心
掛
け
て
設
計
か
ら
部

品
作
成
、
組
込
、
製
作
ま
で
の

一
貫
体
制
を
目
的
に
生
産
し
て

お
り
ま
す
。
 

限
り
な
い
最
先
端
技
術
に
向

か
っ
て
会
社
一
丸
と
な
り
、
よ

り
技
術
の
向
L
を
目
指
し
、
今

後
も
地
域
社
会
と
の
協
調
を
計

り
つ
つ
誠
心
、
誠
意
努
力
を
傾

注
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
 

又
、
私
達
の
仕
事
は
職
人
と

一
緒
で
す
の
で
も
っ
と
白
分
達

の
技
術
を
向
E
さ
せ
、
お
客
様

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

従
業
員
全
員
で
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

（第751号） 

誘
致
企
業
第

十

一
号
 

社
員
か

ら
の

ひ

と

こ
と
 

方
々
の
おか
げ
で今
では
通
 

義
 
人
さ
ん

（
ニ
十ニ
歳
）”
「
鱗
零
」

な
せる
よ
 

次
回
は
、
閥
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
と
岡
三
友
製
作
所
の
予
定
で
す
。
 

(第751号)

市誘致企業紹介

広報ごしょがわらQ)平成 4年(1992年)1月15円

誘
致
企
業
第
十

c 
'""'5" 

有
限
会
社

Tケ

精

機

所
在
地

漆
川
て
業
同
地

設
立

沖
畑
町
工
山川
市
「
成
一
江
年

ヒ
月

資
本
金

(木
社
)

阿
古
円
万
円

代
表
者

代
表
取
締
役

箕

浦

洋

児

売
上
高

三
億
円

社
員
数

本
社

卜
八
名

津
軽

E
喝

卜

名

半
導
体
切
断
成
形
金
噌

業
種

の
設
計
、
製
作
及
び
そ

れ
ら
の
袋
置

当
社
は
、
最
先
端
売
業
で
あ

る
半
導
体
製
品
の
切
断
成
形
合

型
の
設
計
、
製
作
を
手
掛
け
て

お
り
ま
す
。

半
導
体
で
あ
る
I
C
、
L
S

l
学
は
、
近
年
の
技
術
市
新
の

進
出
に
よ
り
年
々
線
維
化
し
て

お
り
ま
す
。

当
社
で
は
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
べ
く
設
訂
部
門
で
は
、
他
社

に
先
掛
け
、
い
ち
い
く
C
A
D

を
導
入
し
人
材
を
育
成
し
て
お

り
ま
す
。

又
、
毎
年
設
備
機
械
を
用
強

し
名
門

一
人

-
人
の
伺
刊
に
あ

っ
た
技
術
の
折
導
に
努
め
、
常

に
顧
す
什
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
行

く
事
を
心
掛
け
て
設
計
か
ら
部

品
作
成
、
組
込
、
製
作
ま
で
の

A

民
体
制
を
日
的
に仲
いし用
し
で

お
り
ま
す
。

限
り
な
い
最
先
端
技
術
に
向

か
っ
て
会
社
-
九
と
な
り
、
よ

り
技
術
の
向

k
を
日
指
し
、
今

後
も
地
域
社
会
と
の
協
調
を
汁
川

り
つ
つ
誠
心
、
減
立
山
労
力
を
閉

山
し
て
参
り
た
い
と
巧
え
て
ね

り
ま
す
。

伺

い刀
々
の
お
か
げ
で
今
で
は

.
通

一

り
の
機
械
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

一

(二
十
二
歳
)
'
-
;
:

己

一

つ
じ

G
rソ
ま

し

た

.

X
、
伝
達
の
竹
呪
は
職
人
と

.
紺
で
す
の
で
も
っ
と
円
分
速

の
技
術
を
向
上
さ
せ
、
む
中
什
同
州

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

従
業
日
全
此
で
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
員
か
告
の
ひ
と
こ
と

小

山

内

義

人

さ

ん
私
は
、
予
成
厄
年
間
円
に
入

社
し
一一ガ
パ
間
本
社
に

で
一夫押

を
受
け
、
ヒ
川
よ
り
津
軒
仁
場

に
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

最
初
は
兄
る
も
聞
く
も
初
め

て
の
設
備
に
と
ま
ど
い
も
感
じ

ま
し
た
し
、
加
て
の
桁
度
が
厳

し
く
旬
日
が
緊
張
の
述
統
で
し

た
が
社
長
を
始
め
本
社
仁
場
の

次
回
は
、
制
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ

ッ
ク
ス
と
側
三
友
製
作
所
の
予
定
で
す
。



（第751号）④ 平成 4 年（1992年）1月15日 	 広報ごしょがわら 

住
み
よ

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
協
議
会
が
発
足
 

市
議
会
議
長

泉
谷
 

正
 
志
 

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
o
 

希
望
に
満
ち
た
輝
し
い
平
成

四
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
皆
様
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
 

私
は
、
去
る
一
月
七
日
に
招

集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
、
は
か

ら
ず
も
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

議
会
の
円
満
な
運
営
と
市
政
の

伸
展
、
市
民
の
幸
福
の
た
め
誠

心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご

理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
か
け
を
も
ち
ま
し
て
、
当

市
は
昨
年
も
着
実
に
発
展
へ
の

基
盤
を
周
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
台
風
十
九
号
に
よ
り
当
市

の
り
ん
ご
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
農

家
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
ト
げ
ま
す
。
 

近
年
、
市
政
を
と
り
ま
く
経

済
、
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
市
民
生
活
の
安
定
の
た

め
に
は
、
な
お
重
要
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
解

決
を
図
る
た
め
に
は
直
接
市
政

に
携
わ
る
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
て
豊
か
な
ま
ち
づ
 

く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
か
ら
祈
念
申
し
ト
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
0
 

五
所
川
原
市
「
住
み
よ
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
推
進

協
議
会
の
初
会
合
が
昨
年
ト
ー
ー
 

月
十

一
日
、「藤
吉
郎
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、
障
害
者
や
虚

弱
者
、
老
人
等
が
積
極
的
に
社

会
に
参
加
し
、
安
心
し
て
日
常

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
平
成
三
年
度
か
ら
と
ーか
年

計
画
で
生
活
環
境
の
改
善
を
中

心
に
、
各
種
事
業
を
総
合
的
に

推
進
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
初
め
に
十
九
人

の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た

後
、
小
山
内
有
義
助
役
が
 
「住
 
 

み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実

現
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
お
力
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

次
い
で
、
会
長
に
佐
々
木
策

造
市
長
、
副
会
長
に
松
本
一
男

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
長
を
選

出
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
本
年
度
事
業
と

し
て
市
庁
舎
、
図
書
館
正
面
玄

関
、
市
民
体
育
館
玄
関
の
自
動

ド
ァ
化
、
図
書
館
正
面
玄
関
を

ス
ロ
ー
プ
化
す
る
こ
と
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
庁
舎
等
仁

な
機
関
へ
の
車
イ
ス
五
台
を
配

置
、
在
宅
障
害
者
の
た
め
貸
し

出
し
用
の
車
イ
ス
二
台
を
購
入
 

す
る
こ
と
な
ど
。
 

啓
発
普
及
に
つ

い
て
は
、
福
祉

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
、
交
通

安
全
教
室
用
信

号
機
一
式
を
購

入
す
る
こ
と
な

ど
の
事
業
計
画

を
決
め
ま
し
た
。
 

本
年
度
は
合

わ
せ
て
約
千
五

百
六
十
万
円
の
 
 事

業
費
を
計
L
し
、
住
み
よ
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

会
長
、
副
会
長
を
除
く
委
員

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・

小
山
田
鳳
隆
市
社
会
福
祉
協

議
会
長
、
 ・
E
藤
克
美
市
民
生

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
長
、

・

坂
本
甚
作
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
長
、

・
E
藤
朱
美
県
ろ
う
あ

協
会
五
所
川
原
支
部
長
、
 ・
山

田
文
内
西
北
五
視
力
障
害
者
福

祉
会
長
、

・
石
岡
由
次
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
 ・
前
田
清

勝
市
議
会
民
生
常
任
委
員
長
、
 

・

花
田
一
郎
市
小
中
学
校
長
会

長
、

・
中
井
達
郎
北
五
医
師
会

副
会
長
、

・
川
口
亀
ト
郎
市
商

工
会
議
所
会
頭
、
・
桜
庭
鷹
次

五
所
川
原
保
健
所
長
、

・
山
形

明
義
市
立
西
北
中
央
病
院
長
、
 

・

釜
庖
裕
市
教
育
長
、
・
小
堀

安
雄
市
総
務
部
長
、
 ・
小
田
桐

利
信
市
財
政
部
長
、
 ・
外
崎
武

美
市
民
生
部
長
、
・
工
藤
専
次

市
経
済
部
長
、
 ・
木
村
時
雄
市

建
設
部
長
 

 

つ
 

 

,
 

(第751号)@

轄
の
灘
い
難
つ

広報ごしょがわら

市
民
の
背
雄
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

希
明
に
満
ち
た
輝
し
い
平
成

同
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
特
様
の、こ
消
一机
と
ご
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
中
し
トぃげ
ま

す。
私
は
、
去
る
一

月
七
円
に
招

集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
、
は
か

ら
ず
も
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

議
会
の
円
満
な
運
営
と
市
政
の

伸
展
、
市
民
の
幸
楕
の
た
め
誠

心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

市
民
の
背
様
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
に
吋
す
る
暖
か
い
、守

m解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り

問厚ゆ
く
御
礼
中
し
卜k
.げ
ま
す
。

平成4年(1992年)1月15日

市
議
会
議
長
泉

お
か
げ
を
L
ち
ま
し
て
、

中!

市
は
昨
年
も
将
夫
に
北品川
山
へ
の

活
情
を
川
め
で
ま
い
り
ま
し
た

:

T
L
-
「
f
;
l
i
--

カ

子
加

l
力
ー
に
よ
門
叶
パ

の
り
ん
ご
が
壊
滅
的
な
被
芹
を

受
け
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
氏

家
の
粁
械
に
は
心
よ
り
わ
けん仰

い山中
し
卜
ぃ
げ
ま
す
。

近
午
、

山
政
安
と
り
ま
く
料

消
、
社
会
山
崎
坑
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
山
川
山
作
仁
川
の
友
之
の
た

め
に
は
、
な
お
市
川裂
な
川
起
が

山山相
し
て
む
り
ま
す
。
そ
の

M

決
を
阿
る
た
め
に
は
山
崎
山
政

に
問
わ
る
わ
れ
わ
れ
に
諜
せ
ら

れ
た
HH
m

で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
山
以
の
山
弁
山
政

に
ば
映
さ
せ
て
刊
か
な
ま
九
づ

谷

正

士
山

く
り
に
勿
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

押印悼
の
ご
他
勝
と
ご
川
脳
会7

心
か
ら
祈
念
小
し
上
げ
、
ご
技

惨
と
い
た
し
ま
す
。

宮、諸島

氏感
宮容
の 認匙

まQ襲

3お
~l\ 
熱包量
産+包
協
議鑑

発
足

バ
所
川
凶
州
市

「作
み
k
い
M
m

祉
の
ま
ち
つ
く
り
引
業
」
推
進

協
議
会
の
初
会
ん
けが
昨
年
卜
--

l
、
「渠
f
v
H

?
?
、

J
l
d
t
I
t
H
」
て
川川
カ

れ
ま
し
た
。

こ
の
引
業
は
、
障
主
将
や
虚

弱
行
、
左
人
予
が
制
極
的
に
社

会
に
参
加
し
、
安
心
し
て
日
常

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め、

Jr成
4

・作
皮
か
ら
7
-
か
年

計品川
で
午
一
活
環
境
の
改
善
を
小

心
に
、
地
什
柑
引
業
を
総
合
的
に

推
進
ず
る
も
の
で
す
。

こ
の

刊
は
、
初
め
に
卜
九
人

の
委
員
に
委
附
状
を
交
付
し
た

愛
、
ト
ハ
わ
吋
十
日
浅
幼
山
X

が
「

h

ー

'
l
i
，

-i
j
i

1

み
よ
い
福
祉
の
ま
ち

P

つ
く
り
た

現
の
た
め
、
押
さ
ん
の
お
力
会

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

次
い
で
、
会
長
に
佐
々
木
栄

造
山
長
、
副
会
長
に
松
本

企
川内

心
身
体
陣
中
山
口
行
福
祉
九
一山長
会
選

川
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
本
午
度
引
業
と

し
て
い
巾
庁
合
、
凶
比
日
館
正
副
ぷ

問
、
山
民
体
行
館
広
聞
の
れ
動

ド
ア
化、

M
Kハ
館
正
日間
玄
関
売

ス
リ
l

/
化
十
る
こ
と。

日制社

サ

l
ピ
F

〈
で
は
、

市ぃ打
令
川匂
リトに

な
機
閣
へ
の
市
イ
ス
バ
ムけ
を
配

位
、
在
宅
陣
主
将
の
た
め
貸
し

山
し
川
の
巾
イ
ス
-
ム
什
宇佐
川川
人

ド

9

る
こ
と
な
ど
。

件
発
将
校
い
つ

い
て
は
、
福
社

ガ
イ
ド

マ
ッ
プ

の
作
成
、

交
通

安
全
教
宅
川
口

口一行機

-
式
を
購

入
よ
る
こ
と
な

ど
の
引
業
計
酬

を
決
め
ま
し
た
。

本
年
度
は
A
H

わ
せ
て
約
千
パ

-z'
-、-
-
t
JI
S
a

、ノ

Z1
.
〆
|
/
い
び

タ
業
品目
合
計
上
し、

住
み
k
い

福
祉
の
ま
ち
♂
つ
く
り
事
業
が
λ

タ

l
ト
し
ま
し
た
。

会
長
、
副
会
長
を
除
く
委
員

の
万
々
は
次
の
と
む
り
で
4
0

.
小
山
川
瓜
隆
市
社
会
制
祉
協

議
会
長、

-
に
雌
ト
凡
美
山
民
生

児
品川
委
員
述
給
協
議
会
長、

坂
本
け
凶
作
市
子
全
つ
な
ぐ
脱
の

会
長、

-
仁
雌
朱
淀
川
附
ろ
う
あ

協
会
パ
一昨
川
原
支
部
長
、

・
山

川
文
内
川
北
五
視
'M
障山
1

日
行
福

祉
会
長
、

-
行
附
山
次
市
民
色
人

ク
ラ
ブ
迎
合
会
長
、

-
前
川
市

勝
山
議
会
民
生
常
任
委
員
長
、

・
佐
川

-
郎
市
小
中
山下
校
長
会

長
、

-
小
介
達
郎
北
バ
院
川
会

副
会
長、

-
川
け
他
卜
郎
山
尚

仁
会
議
川
会
頭、

-
桜
一
峰
山
明
次

-九
所
川
凶
保
健
所
民
、

-
山
形

明
義
市
立
川
北
小
央
病
院
長
、

・
釜
山必
叩
怖
い
巾
教
行
長、

-
小
刷

安
権
山
総
務
部
長
、

-
小
川
桐

利
一い
川
市
財
政
部
長
、

-
外
崎
氏

美
山
民
全
部
長、

-
仁
牒ぃ
山ドリ次

ぃ
巾
経
済
部
長
、

-
木
村
叫
緩
い
巾

建
設
部
長
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青
森
市
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広
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聴
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県
政
モ
ニ
ター
 
係
 

①住所 
②氏名（ふりがな） 
③性別 
①生年月H 
⑤職業 
⑥電話番号 
D希望する理由 

l 

⑤平成 4 年（1992年）1月15日 	 広報ごしょがわら 

   

（第751号） 

        

        16ミリ映写機操作技術講習会 

）日時 1月20日（月）21日（火） の 2 日間 

レ時間 午前9時30分～午後 4時30分 

）場所 五所川原市中央公民館 

ン受講料 1 ,500円 （テキスト代を含む） 

レ修了証 テス ト合格者に交付ー 

レ申しこみと問い合せ 五所川原市中央公民館 

2玉 l5一6056 

＞主催 西北五地方視聴覚教育協議会 

「あなたの声を県政に！」 
県政モニター募集― 

レ応募資格 リ「しノ」（こIrII fI し こし、る満20;茂E太Lの 

JJ 、ル房し（ rどなたでも可。 

ただし、議員、 公務員、 行政相談委員、 I国

やそのf也 7) 2ト共団体のモニターになっている

方や、 なる予定の方、 昭和62年度」三又降に県政

モニターを糸蚤験した方は除きます。 

＞人員 30名 ＞期間 平成4年5月 lHから2年間 

N仕事 ①アンケート（こ対する回答（年約 4 回） 

②）県政に対する意見や提言の提廿川7自時） 

③県政モニター会議への出席 

（委嘱された年のみ1回） 

＞謝礼 1年ごとに記‘念品を差し Eげます。 

レ応募方法 官製はがきに，必、要事項を記人して

耳勾戊4年2月10日（月）まて二にお送りくださLV'. 

030 

ウ 

フ 

レ結果通知 3 月中に結果を通知します。 

D問い合せ 青森県広報広聴課広聴班 県政モ

タ イ系 〒030 青森市長島 1 」‘月 1-1 

電話 0177 22 111l 内線2208 

パスポートの申請手続に 
テレホン・サービスをどうぞ 
青森県では、 ノ、スホートのリI請 F糸売の 

問い合わせにお答えするため，ラニレホン・ 

サービスを開始しました。 

申請に必、要な書類，場所、受仁打」寺間‘ そ

のf也についてのご案内を致します。24時

間行っています。 どうぞご利用 ドさい。 

N胃 0177-22-0101 

平成 4 年度 

市・県民税申告相談日程表 

地
区
 

月 	日 曜
  

対 象 区 域 時間 相談会場 

三
 
好
  

2 ・4 
9 ・ 5 
9 ・ 6 

火
水
木
 

高瀬‘鶴ケ岡 

藻川 

藻川 

っ
〕
 

0
 
0
 
0
 

 

9
 

1
5
 

 

コミュニテ
イセンター 
三 	好 

川
  

2'7 

2 ・10 
金

月
 

川山・種井 

沖飯詰・桜田・中泊 

9 : 20 
、 

15 : 00 

コミュニテ
イセンター 
中 

飯
詰
  

2 ・12 
9 ・13 

水
木
 

橋上・下岩崎

橋下 

2
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 

1
5
 

 

コミュニテ
イセンター 
飯 	詰 

ヒ
 
和
  

'
l
●l

●1
  

っJ】
2
 
9】
 
 

4
 
7
 8
  

．
 

●
 

‘
 
 

金

月
火
 

原子・俵元 

羽野木沢・高野 

前田野目・持 f 沢 

2
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 

1
5
 

 

コミュニテ
イセンター 
七 	和 

梅
沢
  

9 ・19 

2' 20 
水
木
 

梅田 

中泉 

9
]
 

0
 
0
 
0
  

9
 

1
5
 

 

梅 	沢 
コミュニテ
イセンター 

松
 

島
  

2 ・21 

2 ・24 

2・25 

金
 

月
火
 

吹畑・石岡（田園町
含む）・漆川（十川町
含む） 

・野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山 

9
]
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
5
 

 

ミセ
 
ュ
ン
 
ニ

タ
 
テ
一
島
 

コ
 イ
松
 

栄
  

り
』】
 
？
一
 
。乙
 

ワ
〕
 
ワ
〕
 
。

4
  

6
 
7
 
又
〕
 
 

.
 

.
 

.
 
 

水
木
金
 

みどり町 

稲実‘姥落 

七ッ館・広田 

り
〕
 

0
 
0
 
0
 

 

9
 

1
5
 

 

コミュニテ 
イセンター 
さ か え 

毘
沙
門
 

っ
〕
3
  

ハ
く。
 
ハ
イ
。
 

.
 
.
 
 

月
火
  

H
J
 
 

毘長
 
沙
富
 

 

2
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 

1
5
 

 

毘沙門・長富
コミュニテイ 
セ ンター 

長
 
橋
  

3 ・4 

3 ・ 5 

3 ・ 6 

水
木
金
 

野里‘豊成・福山 

戸沢・松野木 

浅井・神山 

9 : 20 
5 

15 : 00 

コミュニテ
イセンタ一 
長 	橋 

本
 

庁
  

3 ・ 9 

3・10 

3 ・11 

3・12 

3 ・13 

3 ・16 

月
 
火
 
水
 

木
 

金
 

月
 

寺町・川端町・小曲 
・長橋橋元・新宮町 
・新宮岡田・新宮松 
Jじ 

新町・柳町・栄町・
田町・八重菊・不魚
住・錦町 

幾世森・柏原町・鎌 
谷町・ 	・ッ谷・烏森 
・ドり枝・弥生町‘ 
布屋町・幾島町 

末広町・ L平井町・
中平井田」・元町・旭
町・雛田・敷島町・
蘇鉄 

岩木町・芭蕉・東町 
・本町・大町・田川 
・若葉・平和町・蓮
沼 

松島町‘ド平井町・
湊・湊団地 

9 : 00 
、 

15 : 00 

市
文
 

レ
・
」
 

民
館
 

会
  

※ 平成 4 年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所

税務課及び各支所に備付けしてありますL 

(第751号)

平成4年度

市・県民税申告相談日程表

広報ごしょがわら

16ミリ映写機操作技術講習会

@ 平成4年(1992年)1月15日

i也
片 11 IIII11 対象 I'{ 域 H寺問 栴談会場

1><: 

2・，[火 品目i瀬 ・鶴ヶ岡 9 : 20 コミュニテ
2・5 水 総川 ィセンター

好 2・6 本 結川 15 : 00 好

2・7 4モ J11111' 千晶)i 9 : 20 コミュニテ

)11 2・10)111'"飯ri市.f足111・，'，trl 
ィセンター

[5: 00 )11 
トー トー「

飯 水 防 | ・ドf';'I!向 9 : 20 コミユニア
ィセンヲー

I211L 1 2 . 13 本 橋 l' 15: 00 tJX 
一一

仁 2・11 ~r: I ));( (-. (I<'L 9 : 20 コミュニテ
2 . 17 ) 1 1 ;I~~'i'本 iJ~ ・ 1"1 リ!f ィセンター

2・18火 liiilll日午 11 . j".'J' (-il¥ 15 : 00 仁 fll

←一一 トーー ー一ーー一一iiJ

梅 2・19ノ'k1 tfl.宇111 9 .20 
胸コミュニア

}トt 2・20本 '1'以 15: 00 ィセンター
ト一一 ← 
松

11大'I:IH・イ11帥1(1111利問l
2・21 イp :!;~J') • i奈川(1川IBJ 9 : 20 コミュニテ

合む〕 ィセンター
2・21)1 ~!f' J、!と・J.¥.JJl]'.米111 15: 00 ぬl

t日J 2・25-)ι ノ'k~!fH: 'J，lf~'i何1) ' 金 11)
トーー トー

2・26'" Jメとり IBI 9 : 20 コミ、」ニニフーー
栄 2・27本稲'た ・姥止'1 イセンター

2・28〈任 じ ソ 餅; ・ Il~111 15: 00 さかえ

ト一一

毘沙 3・2 11 l!e.i少門 9 : 20 箆沙問.}主富
コミ Lニティ

i勺 3・3 火 H:{~; 1;::; : 00 センター
ヤーーー

長
3・lノ'k1 ~!f'ド ・ 収J& .福山 9 : 20 コミュニテ
3・5 ，f.: 1''1)¥・fi;'J!I'本 ィセンター

橋 3・6 合 浅)1:.神1I1 15: 00 k +蕊
ト

午問]'.川端町 ・小山

3・9
. J討結陥JC • 新内 111 1

11 ・ 新'~r;1刈 111' 持r'，~;松
ノじ

新聞]'.伺11聞l・栄町 ・
牛; 3・l()火 川町 ・八'f(';fii・イミj(1

fj ・ ~k\IHI

古屋tu:1tt~ .柏原町 ・鎌
行111]'. ・ッft・，f，.:;森

3 .11 水 ドり校・引:);'UH]'. 9 : 00 !印刷l 仙 1111 di L( 

ぶM、IHr.1一、1'.)j:IB]' . 15: 00 
文化会 館

3・12本
小平)1・附r. ，じIHf・)[且

IIIJ・紛れ1・'!!iO:hlll]'• 
品:H事、

Ji' 山本111]'.芭点束}IJ

3・13合
...j>:聞r. }(IIIJ . 111 J11 
-抗策 ・ー!とfll111 J・注

i{! 

3・16111
む'~，I;r'jlflr . ドも!と)j:問]'. 

場 .1奏卜J1地

[>日時 1月20f:l (月) 21ll (火)の 2lcll悶

[>時間 午前 911寺30分~ノ|ー後 411、日0分

じ〉場所 瓦j升川 原 市 lド央 公lHfi

[>受 講 料 1，5001吋 (テキス 卜代金含む)

仁〉修了証 テス ト合絡旨に交付

仁〉 申しこみと問い合せ f，:所 川 原"j'1' 9-と公民館

霊童35-6056

[>主催 州北 f，:J也 )j悦l陀t党教育協議会

「あなたの声を県政に !J 

-県政モニター募集-
仁〉応募資格 出|人lに 1， 'H ìô している ì，J~i20 1:長以 上の

)jであればとなたでも "J

たfニし.議 o、 公務U. U~'l<: 杓 I d炎委 [1 、 い三|

やその他ω公共卜J'I体のそニ ターに々 っている

ん や 、なる (.定ωh、 II!吋1162'1'.度以降に 以政

モニターを経験した )jは|派きます

じ〉人員 30イI"， [>期間 、|仁JJ父[q二5)1 1 11から2{i二11¥1

[>仕事 lアンケー卜に 対する 1"1符 ('1'.約 "1"1) 

日) リr~l攻に ιl 寸一る立はや十11: I ~.の従，'1\ (1泊 1 1.'i')

:l)以政モニ タ一 会滋への/1¥1市

(委嘱主 オしたqムのみ 11"1) 

[>謝礼 1 'ドことにrlC念 品 をぷし 1.げますの

[>応募方法 '宵製はがきに、必 i基!'I;:JJ'! {t:-，1L~ 人し て

、|λl戊 l'I'.2JJ1011 ()I)までにお送 り ください。

， fI'1， 
1ノlU'，Ci-りが九)

3刊可'J
'，'I'.q.JJ 11 
ふ職主

6 'il!，i&i時'1

i ti'it(l j心1'1'，1，
~ 1キ附モーゲ <})料験

ウ

フ

山
川
位
円
武
市
長
札
川

e
l
H

広
報
広
聴
諜

川
町
政
モ
ニ
タ

囚
(オ
モ
テ
)

係

仁〉結果通知 3)J '1'に結決を通知Iします

仁〉問い合せ 占森県広報1ム聴課広lD~(f)E 県政モ

ニ ター 係 〒030 .'.J"-森 市 民向 1 J '11 j ー ]

屯 話 01 77 22 I 1 1 1 1人l線 2208

パスポートの申請手続に
テレホン・サービスをどうぞ

!?森県で は、ハスボー トのIII，i"f下続の

!日jし、介わせにお符えするため.テレホン・

サ ー ビスをI)TI始し ました

111.:.'/に必暖な ，1付:ti.場けr.叉イ、l一時 11¥1.そ

の 他 についてのご案内 合致します 2，111:'[ 

1~\ 11 j二っていま寸二とうそご不IjJ1 Jトーさ い

仁〉安置 0177-22-0l01 di 1¥t1針、IZJ&1 q:IQdi' I)r'-l(税ql;lr:.'-H土"1行中n説会場

悦務謀反ひ件主I~ に('1ft十|けしてあります

※ 



●
 

」
 

（第751号）⑥ 

「空
と
山
と
町
と
」
 

善
意
の

花
か
ご
 
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
教
育
振
興
へ
 

●

山
川
多
恵
氏
廿
次
代
を
担

う
若
者
の
教
育
資
金
に
と
三

十
三
万
七
百
五
十
円
 

●

囲
桑
田
建
設
友
の
会

（
山

田
和
夫
会
長
）
廿
十
万
円
 

●
市
連
合
P
T
A

（小
野
道

吏

ム
長
）廿
十
万
円
 

●

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

（
木村
登
吉
会
長
）
廿

七
万
四
千
円
 

⑥
ス
ポ
ー
ッ
振
興
へ
 

●

囲
桑
田
建
設
友
の
会
廿
十
 

万
円
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

●

朝
市
の
会
（
三
上昭
会
長
）
 

廿
お
祭
り
広
場
使
用
の
お
礼

に
と
五
万
円
 

●

卿
桑
田
建
設
友
の
会
廿
十

万
円
 

●

昭
和
パ
ー
ル
会

（
木
村健

一
会
長
）
廿
夏
の
家
族
音
楽
 

会
、
家
族
同
伴
忘
年
パ
ー
テ

ィ
の
益
金
九
万
四
千
七
百
六

十
五
円
 

●

市
連
合
P
T
A
廿
ト
万
円
 

●

国
際
ソ
ロ
・
プ
チ
ミ
ス
ト

五
所
川
原
（
江
渡
誠子
会
長
）
 

廿
十
万
円
 

⑥
消
防
へ
 

●

五
所
川
原
婦
人
会

（
高満

タ
力
会
長
）
廿
軍
手
、
タ
オ

ル
七
十
五
人
分
 

藁驚る 
ト応募方法 ハガキ 1枚につき、標語を】つ書いてドさし、 

但し、応募作品は未発表のものに限ります。住所（郵便番 

号）、氏名（ふりがな）、性別、年齢、職業、電話番号を必ず 

記入してください。 

ト応募資格 年齢、職業、性別等の制限はありません。 

ト締切 平成 4 年 1月31日（剥（当日着迄） 

ト賞 最優秀作 1点消防庁長官賞と副賞20万円 

優秀作 1点 全国危険物安全協会理事長賞と副賞 

10万円 

優良作 10点 1 万円相当の記念品 

※人選作品の発表は、人選者の方々のみ通知いたし 

ます。なお、人選作品の著作権は、主催者に帰属 

します。 

トあて先 〒鵬東京都港区虎ノ門2 il-I 9 番16号 

目本消防会館 5 階（財）全国危険物安全協会内 

危険物安全週間推進協議会 ft 03-3597-8393 

広報ごしょがわら 平成 4 年（1992年）1月15日 

原
 
田
 
栄
 

子
さ
ん
 

（
市
内
ー
ツ
谷

一
一
四
 
四
）
 

鎌
谷
町
に
や
さ
し
い
勾
配
を

も
つ
陸
橋
が
あ
り
ま
す
。
公
民

館
の
横
の
階
段
を
昇
り
、
 一
番

上
の
小
さ
な
踊
り
場
に
立
つ
と
、
 

そ
れ
ま
で
見
上
げ
て
い
た
旦芭

が
、
斜
め
に
見
下
ろ
す
形
に
‘
 
 変

し
ま
す
。
 

陸
橋
の
右
に
左
に

一
面
光
る

屋
根
、
ひ
た
す
ら
な
、し
た
た
か

な
人
間
の
営
み
を
現
し
て
い
る

よ
う
な
屋
根
、
又
屋
根
。市
街
の

一
部
と
駅
、
鎌
谷
、
ー
ッ
谷
、松
 
 島

方
面
ま
で
と
、
視
界
が
広
が

り
ま
す
。
更
に
こ
の
町
を
囲
ん

で
淡
く
濃
く
、
中
山
山
脈
の
山

々
が
孤
を
描
い
て
連
な
り
、
南

西
に
は
岩
木
山
が
映
え
て
い
ま

す
。
お
山
は
意
外
と
間
近
に
感

じ
ら
れ
、
な
だ
ら
か
な
山
裾
の

広
が
り
は
、
町
を
し
っ
か
り
抱

く
腕
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
空
。
 

遮
る
も
の
の
な
い
果
て
し
な
い

空
。
す
べ
て
を
許
し
、
生
か
し
、
 

創
り
出
す
業
の
満
ち
て
い
る
空
。
 

わ
た
し
は
時
々
陸
橋
に
来
て
、
 

こ
の
亘
巻
を
一
望
し
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
空
と
山
と
町
の
調
和

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
秋
は
降
り
み
降
ら
ず
み

の
日
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
前

ふ
っ
と
雨
が
上
が
っ
た
の
で
陸

橋
に
急
ぎ
ま
し
た
。
深
紅
に
燃

え
た
落
日
の
空
に
黒
々
と
岩
木

山
の
陰
が
映
え
、
町
の
家
々
に

は
温
か
い
灯
が
キ
ラ
キ
ラ
と
も

り
始
め
ま
し
た
。
 

こ
が

好

き
で

す
 
⑩
 

(第751号)@

変
し
ま
す
。

陸
柿
の
お
に
々
に

，
而
光
る

口内
川町、
ひ
た
す
ら
な
、し
た
た
か

な
人
間
の
日
み
を
現
し
て
い
る

よ
う
な
尾
似
、
リ入
峰
恨
。市
街
の

企
部
と
駅、
M
M
(
介、

.ツ(八
日、

松

一私

の

風

景

…|
こ
こ
が
好
き
で
す

⑭ 

「空
と
山
と
町
と
」

原

田

栄

(市
内

一
ツ
谷

四子

U 

鎌
谷
町
に
や
さ
し
い
勾
配
を

も
っ
陸
橋
が
あ
り
ま
す
。

公
民

館
の
惜
の
階
段
を
川
り
、
-
砕

しし
の
小
さ
な
踊
り
場
に
江
っ
と
、

そ
れ
ま
で
児
k
げ
て

い
た
門川芭

が
、
斜
め
に
見
下
ろ
す
形
に

.

広報ごしょがわら平成4年 (1992年)1月15日

向
万
戸川
ま
で
と
、
視
界
が
広
が

り
ま
す
。
児
に
こ
の
町
を
川
ん

で
淡
く
泌
〈
、
小
山
山
脈
の
山

々
が
似
を
拙
い
て
述
な
り
、
市

川
に
は
府
木
山
が
映
え
て
い
ま

す
。
お
山
は
芯
外
と
間
近
に
感

じ
ら
れ
、
な
だ
ら
か
な
山
裾
の

広
が
り
は
、
川
を
し
っ
か
り
抱

く
腕
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
宅
。

遮
る
も
の
の
な
い
果
て
し
な
い

空
。
す
べ
て
を
汗
し
、
句
か
し
、

削
り
川
す
業
の
満
ち
で
い
る
空
。

わ
た
し
は
時
々
陸
橋
に
来
て
、

こ
の
日
盆
主

管
し
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
空
と
山
と
町
の
調
和

を
兄
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

こ
の
秋
は
降
り
み
降
ら
ず
み

の
け
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
前

ふ
っ
と
同
が
上
が
っ
た
の
で
陸

暗
に
急
ぎ
ま
し
た
。

深
紅
に
燃

え
た
活
円
の
空
に
児
々
と
岩
木

山
の
陰
が
映
え
、
町
の
家
々
に

は
温
か
い
灯
が
キ
ラ
キ
ラ
と
も

り
始
め
ま
し
た
。

ぷ

標

♂

善
意
の
花
か
ご

@
教
育
振
興
へ

・
山
川
多
忠
氏
H
H
次
代
を
判

う
刊行
行
の
教
育
資
金
に
と
て
，

卜
一三
万
ヒ
行
五
十
川

-
側
桑
田
建
設
友
の
会
(
山

田
和
夫
会
長

)
l卜
万
円

-
市
述
合
P
T
A
(小
野
道

幸
会
長

)
l
卜
万
川

-
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
(
木
村
登
吉
会
長

)
H

ヒ
万
問
千
円

炉応募方法 ハガ午 l枚につき、初、誌を lつ ，I}L、てドさい

但 し、応募作品は未Je&の ιのに限ります住所(郭便併

号)、 氏名(ふりがな)、 門 別、 q~ 齢、職業、泣訴需号を必ず

記入しでください

ー応募資格 年齢、職業、刊日IJ~宇の制限はあ V) ませ人

炉締切 手成4年 1J J 311 I(金)(、lilld迄)

炉賞 品優秀作 l 点 消防庁l~r-r賞 と 高IJ賞 20 )j/ ' J 

優 秀 作 I}.~î，令|五|危険物安全協会開 ' J~長賞と 副賞

101j/'J 

優 良 作 10点 IJj /' J相当の記念品

※入選作品の発友lよ、人選{iの方々のみ通知いたし

ます -J:お、人選作品の 汗fi"俄は、 j::_f桂{iに州属

しま t

'あて先 〒105点);((，1li往|メ;虎 ノ/"J2 Ji 19詐16号

11本消防会館 5附 (!!.j")全llil危険物安全協会l人j

危険物安全週間推進協議会 合 03-3597-8393

ど
う
も
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

@
ス
ポ
ー
ツ
振
興

へ

・
附
桑
問
建
設
友
の
会

1
卜

↓，J
，t』

/
い

@
社
会
福
祉
へ

-
刺
市
の
会
(一
二
トハ川
町
会
長
)

M
M
お
祭
り
広
崎
使
用
の
お
礼

に
と
五
万
川

-
附
桑
田
建
設
友
の
会

l
卜

万
円-m利

パ
l
ル
会

(木
村
健

」
会
長

)
1
夏
の
家
校
行
来

会
、
家
族
川
伴
忘
年
パ
ー
テ

ィ
の
溢
令
市
九
万
間
千
じ
行
い
ハ

・
市
述
人
HP
T
A
I
卜
万
川

・
国
際
ソ
ロ

・
プ
チ
ミ
ス
ト

五
所
川
原
(江
波
誠
子
会
長
)
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交通安全は家庭から 

塞週郵故認混 
（平成 3 年12月31日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 
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136 
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(-193) 
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( ）内は前年対比 

シトベルトしめる心が身を守る 
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市指定水道工事業者一

申 請 受 付 
市水道事業「折では、平成 4 年度に市水道事業 

所が指定する水道工事業者の申請を受付けしま 

すので、、 丁続きをしてください。 

ン受付期問 7 月］日から 2 月15 H まてな 

D受イ寸場所 市水道事業所（不魚住6］番地1) 

ン提出書類 

(1 水道工事業者指定申請書 

（②添付書類 

けh建設業法第 3 条の規定による許可証明書 

（ィ）経営事項審査申請書（写） 

（ウ〕工事経歴書及び実績証明書 

（ユ」申請者（法人の場合はその代表者） の履歴 の履歴 

書及び身分証明書 

（法人は、 その定款及び登記簿謄本 

（国税及てJサ也方税を完納したことを証明する 

書類 

m配管工事に必要な機t戒器具保有調書 

（ク、責任技術者及び配管技工承認申請書 

※資格要件等詳しいことは、市水道事業所（廿 

1I91 11番） へお問い合わせください。 

「こそんじですか検察審査会 

事件の被害を、警察や検察庁に訴えても、検

察官が、 その事件を起訴してくれない時等のた

めに、検察審査会があります。費用は無料です。 

>間い合せ ！j去前市下白銀町7 

青森地方裁判所弘前支部内 

弘前検察審査会事務局 ”0172- 32 一 4321 

津軽金山焼体験講座 
（津軽西北五地区 

広域市町村圏協議会主催」 

脅第一期生作品展魯 
[‘日時 9 月 1 口 （土） 	10日寺～1 9H寺 

9 月 2 Fl （日） l0時～16時 

ン場所 水と緑の小公園ギャラリー （新町） 

D 入場ぱ無料です。 

平成  3 年度 
下期就労前技能講習会 

1i 	H I、施 	年 Il 	l 」 場 備 	’ 

f
l
[
 

 

平成 4 年 2 月 4 ~【 

~ 	511 

西北労働 

基準協会 

満18歳以ト 

実務経験 

6 ケ月以上 

レ受講者 出稼ヴ打動者 D定員 3 0 名 

レ受講料 無料 

）申し込み 平成 2 年 1 月27日 （定員締切Jり） 

レ必要書類 （ユ）申込書（安定所に備え付け） 

②返信用の封筒 

）問い合せ 五所川原公共職業安定所 

7 1 

幾
千
の
健
児
見
下
し
育
ち
け
ん

ポ
プ
ラ
初
冬
の
空
に
枝
張
る
 

番
場
 
允
映
 

春
の
頃
地
植
を
し
た
る
シ
ク
ラ
 

メ
ン
朝
日
さ
し
入
る
茶
の
間
に
 

咲
け
り
 
野

呂
三
枝
子
 

秋
日
和
に
正
師
を
偲
ぶ
竜
飛
崎

の
海
は
七
色
の
凪
の
か
が
や
き
 

蝦
名
チ
ョ
ノ
 

早
朝
に
降
り
し
小
雨
は
満
天
阜

の
小
花
の
先
に
露
と
き
ら
め
く
 

村
E
百
合
子
 

植
物
の
魅
力
に
ひ
か
れ
店
開
き

二
十
三
年
早
や
も
過
ぎ
去
る
 

山
形
 
礼
子
 

ブ
ナ
 

楚
珠
嶺
を
あ
へ
ぎ
登
れ
ば
樵
の

木
に
つ
る
紫
陽
花
の
白
さ
眼
に

し
む
 
下

山
 
チ
エ
 

五
所

川
原

短
歌

会
 

歌 

(第751号)① 手目立4年 (1992年)1月15R

L津軽金山焼体験講座J
(津軽西北五地区

広域市町村圏協議会主催)

③第一期生作品展③

広報ごしょがわら

2)1111 (U 10時 -19時

2 ) J 2 1 1 (Il) 10日、子-16日寺

仁〉 場所 ノド J三緑の小公民lギャラリー(新111f) 

c>入場は無料で す

c>日日寺

「 市指定水道工事業者I
申請受付 平成 3年度

|下期就労前技能講習会|

汚

ir:~j 18段以 1'.

併il川r

I!Lj~ヒヅ;'@j

)，炉供協会

iM -b】vo 
i
 

、1'1&1 q'. ~ I1 1 11 

fl 11 

実務終験

6ケIjU卜
S 11 

c>受講者 ，'1'1隙労働行

c>受講料 燃料

c>申し 込み 、|え!戊 2年]) 1 27f 1 (定t1締切り)

c>必要害類 α刊 11込，1:: (交定所にfltHえ付け)

2'返イゴJliの主、li:苛

Ii.所川原公共職業安定所

まま 34-317]

交通安全は家庭から

県 内 五所川原市管内

ヲを 7.625 258 

生 ( -103) ( -29) 

死 136 4 

.fJ (0) ( -5) 

{纂 9.290 306 

:fi ( -193) ( -53) 

3 0 1'， c>定員

}
 

i
 

t
 

--a l
 

c>問い合せ

(ft 

di /1，道引業所では、、17• ，戊 4 年度に rlî ノド道 B作業

所が指定寸るノド近士事業 t.のJjl抗争受付け しま

すので、 子手〉tき合 してく ださい

c>受付期間 2川 JIIか ら 2I J 1 S 11まで

c>受付場所 di /1，道 事業所 tイミr(¥(j: 611ft'地1)

c>提出書類

1 11，道丁~'F:R-I刊行定l下jJiJF

2、河添付，1::Jii1

(7'll';設業法e.!"';3条の則定にムる，i'r-"r~IEI I)1 ，1;: 

(イ市宅日 'FJ(I'f，千代rJl消，1~ (万)

(刑 了ー 目1 Ç杭!併 ， I {: 及び~~:{f訓:11) 1 ， I~ 

凶Ill ~iUí (法人の助介はその代炎11) の服何

， 1干及び身分~，，:FlJj ，lt: 

(刑法人は、その定款及び登記符)1得本

(力、!司税及び地方税を完納したことを吉!日IJjする

，'f実託

(キ判じTでて 目lCに必要な機械撚Hi以行調"~: 

(夕、}.'(f1':技f，f.r11及び配特技 1-:*認 可1前.'{:

※資栴要件等詳しいことは、市ノ'J，;'益事業所

of'9] 11 fI引へお11¥11，、合わせください。

「ごぞんじですか検察審査会つ

守H'I三の被害を、事干療や検察庁に訴 えでも、 険

祭 7守が、そのすji:件を起訴してくれないfl，'f7f.のた

めに、検察審査会があります。'l'i:fflは無料です。

c>問い合 せ 弘前市下(1銀 111]'7

127森、地方裁判所弘前支部内

弘前半食事美術査会事務局 ft0172 -32 -4321 トベル卜しめる心が身を守る一
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2月の保健センタ七相談什」 

 

ほけんだより 市役所 35-2111 

この欄の問い合せ 

保健環境課 （内線268・ 272) 

  

2fr1 7 H. 141i. 2111. 2811 (毎週&tiil), 

時間 午前10時から午後 3時まで。 

内容 血圧測定、 尿検査等を含めた健康相談に

応じますので、 赤ちゃんからお年寄りまでお気 

」挙にご利用くださし、 

 

乳幼児の健康診査 
場所 市保健センター 

受付時間 12 : 30-12: 45まて了 

持参するもの 母子健康手帳、 バスタオル。 

3歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。転入者の方、 不明な点はご連絡く 

~ tどさい。 

※注意 ① 6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6カ月． 7 カ

月児に限る。） (2）病気療養中（特に伝染性の病

気）の才ふ子さんはご遠慮くださレ、 

月 討 象 児 期 	日 内 

3 カ月児 1
-
1
1
0
 

年
生
  

3
T
i
 

＋
よ
 

れ
  

」2 月1211（火） 健康診査 

6 カ月児 
H3年 
7 月生まれ 

2 月18H（火） 健康相談 

1 歳 児 
1-13 年 
1月生まれ 

2 月24日（月） 健康相談 

1 歳 
6 カ月児’ 

H2年 
8 月生まれ 

2 月25日（火） 健康診査 

3 歳 児 
S 63年 
10月生まれ 

2 月20 H（木） 健康診査 

五所川原市立図書館 新受入図書のご案内 
書 	 名 著 	者 	名 片 箸 者 名 

葱 	霊 	の 	人 	間 	‘学 佐々木 宏 幹 乱 	の 	王 	女 生 島 治 郎 

銀のボンボンニエール 秩父宮妃勢津子 ま だ 見ぬ故郷（上・下） 長 部 日出雄 

い ま、女 と し て（ L・下） 金 	賢 姫 小 	暗 	い 	森 （L・下） 加 賀 乙 彦 

動乱はわが掌中にあ り 水 木 	楊 生きている心臓（ L・下） 、加 賀 乙 彦 

入門・世界の民族問題 山 内 昌 之 魔 術 的 な 急 斜 面 紀、田 順一郎 

東 北 の 中 堅 150 社 日本経済新聞社 下 へ の ぼ る 街 ノト 杉 健 治 

金 の 時 代、金 の 世 界 長谷川 慶太郎 犬 	を 	飼 	う 	武 	L 白 石 一 郎 

取 締 役 宝 く じ 部 長 大 山 真 人 近江源氏太平紀（上・下） 徳 永 真一郎 

「豊かな日本」 の病現 種 村 完 司 手 	づ 	く 	り 	葬 	式 中 傑 孝 子 

美 	人 	研 	究 井 上 章 一 い 	も 	う 	と 	物 	語 氷 室 冴 子 

お 見 合 い の 達 人 真 島 久美子 凶 刃 用 人 棒 明 抄 藤 沢 周 平 

伯 爵 夫 人 は ス パ イ 
一
 

 ア
 
一

マ
 
・
ネ

リロ
 
ン

ノ
 

ス
  

翼 	あ 	る 	闇 麻 耶 雄 嵩 

N 	 A 	 M マーク・べーカー び 	ん 	ぼ 	う 	草 郡 

鯛 	の 	タ 	イ 大 西 	彬 朔 ん 	で 	る 	人 生 胡桃沢 耕 史 

ラ ノ ム シ 	・ 	笑 う 田 中 	聡 信 	長 	私 	記 津 本 	陽 

‘よな， 耳． のどの病気の 
ち よ っ と 耳 よ り な 話 し 横 山 俊 彦 本のお口 よ ごしですが 出久根 達 郎 

地 	球 	を 	救 	え ジ 
ョ
 
ナ
 
サ
ポ
 
ン

リ
 

・
 
ソ
 

ネ コ バ ン が い ち ばん 平 野 次 郎 

家のっ く り よ う は北を 
む・ 	ね 	と 	す一 	べ 	し 佐 藤 勝 泰 いま脳死をどう考えるか 渡 辺 淳 

敗 け 組 	・ 	甲 子 園 島 津 愛 介 五 番 目 の サ リ ー ダニエル・キイス 

平成 4年(1992年)1月15n 広報ごしょがわら (第751号)(1)) 

iほげんた.より 市役所 35-2111 ! 

この欄の問い合せ

保健環境課 (内線268・272)

12月の保健センター相談日 寸
2)J 711.1411.2111、 2811 (何組合附 11 ) 

時間 〆1:IIIi 10時 から〆1:後 3時ま で

内容 Ifllハ:il!lJii::、以険作等を7Tめた他lぷ十11，;炎に

応じますのでからやんからお{I'-寄りまでおい

'Itぞtここ、和JJIJく fニさし、

乳 幼児の健康診査
場所 I1 i保健セ ンター

受付時間 12 ・ 30~12 : 15まで

持 参 するもの ほ子他以下l阪、パ スタオノレ。

31，;長山はアンケー トとJ/t<を 小 ビンに人Jして持

参ください。 転人肖ーの々、 不 l リ J .t~ /.(はこ)!_主怖 く

ださい。

※ 注意 1) 6カ)J 1建!ぷ十11，1:炎につごう で 斗〈寸しなか

った場介は、神経芹K:UIIJ包Jlif( (小川がん)の検A

セットを、 I ~J: fイ化jぷ手I阪を1'.'f-参のうえ保健脱皮

，1*窓、 rIにもらいにきてください。(6プ':1) J、 7カ

)j山に11民る。) 2)病気L崎長'1'(特に伝染'ド10の耐

えoのお fさんはごi止さ!di:ください。

「千

新受入図書のご案内
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五所川原市立図書館
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